
(1) 

こ
、
る
月
二
十

寸↓

次

叶

り

の

学
並
に
国
民
審
査
の
緒
呆
は

い
て

先
月
に
本
村
が

ら
せ
し
ま
し
た
が
、

＜
座
談
会

県
よ
り
課
長
及
現
地
を

次
の
予
定
で
行
い
ま
す

3

中
居
谷

大
谷

四
回
目
の
調
査
で
あ
り
ま
す
。

該
当
者
は

f

別

途

に

連
絡
い
た
し
ま
す
。

0

十

八

日

夜

は

岩

谷

0

十

日

昼

底

の

川

十

日

夜

正

山

。
し
て
帰
っ
た

が

し

の

と

な

っ

た

こ

と

を

お

知

が
次
の
通
り
袂
り
ま
し
た
。

仇
の

附

北

臼

子

町

記

歳

餌

効

四

久ミー
古

蒻
＇
自
動
車
祝

選

終

口
[Il渕

U

＼
ー
|
'
ー
ト
ー

i

h
目
日
且h
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を

す
る
。

0
-

―

日

夜

予

子

0

そ

の

他

特

に

望

さ

れ

る

れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

夜
で
も
よ
い
。
)

i

、
視
聴
党
に
よ
る
宣
伝

布
の
座
談
会
の
と
き
映
両
又
は
ゲ
ン

ト
ウ
を
行
う
。

二
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
等

の
配
布
を
打
う
。

四
、
右
の
期
間
中
は
移
狂
相
設
所
を
開
股

し

、

一

般

の

及

び

あ

っ

ん

に

応
じ
ま
す
。

五
、
村悦

今
フ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
）
の

愛

媛

県

人

会

か

ら

在

策
中
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
処

合
し
て
下
さ
い
。

の
経
済
係
へ
問

の

改

正

に

よ

り

車

税

．

＾

た

か

、

こ

の

原

罰

前

辺

り

課

杭

存

閥

諒

税

さ

て

い

二

輪

の

型

自

賞
拉
て
怪
目
勁

こ
と
に
な
っ
冗

え
る

C
以
下
の
も
の

五

9x〕
円
（
年
）

口

が

O
C
C
を
超
え
九

0

cし
C
以

下

の

も

の

八

0
0
円

ハ
総
排
気
駁
が
九

u
c
c
を
超
え
．
一
．
二

五

c
c
以
下
の
も
の
一
、

0
0
0
円

二
総
排
気
凧
が
―
二
五

C
C
を
超
え
二

五

o
c
c以
下
の
も
の一

、
五

0
0
円

ホ
総
排
気
賛
が
二
五

u
c
cご乞

も

の

二

、

五

0
0
円

（

に

つ

ゞ

く

）

が
あ

（
昼
で
も



切

内
に

イ
住
所
を
も
つ
て
い
る
者

ロ

事

務

所

事

業

所

敷

を

も

つ

て

い
る
者

に
諜
税
さ
れ

れ
ま
す

び
村

て

あ

り

ま

ヵ

も

あ

る

か

と

考

れ

ま

す

の

で

つ
い
て
簡
＂
説
明
し
た
い
と

す。
税
の
か
入
る
人
か

4

ら
ぬ
人

は

月

日

現

在

本

村

日
は
四
月
日
で
す
が
、

賦
謀
期
日
後
に
納
税
義
務
が
発
生
し
た

者
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
月
割
を
も
つ
て

悦
を
賦
課
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。
又
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
泊
滅

し
た
泊
合
、
そ
の
泊
滅
し
た
月
ま
で
月
割

て
徴
収
し
、
過
納
と
な
っ
た
分
に
つ
い

て
は
選
付
す
ろ
こ
ど
に
な
ジ
て
い
ま
す

軽
自
動
車
の
甲
告
に
つ
い
て

原
助
搬
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
ニ

輪
小
型
自
動
車
を
取
得
又
は
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
発

生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
印
告

蓄
を
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

。

役

場

に

あ

り

）

消

滅

十

日

以

内

に

申

告

響

提

輪

小

型

自

動

車

は

納

税

原

動

機

付

自

転

車

納
す
る
こ
と
。

付
替

下
一
定
の
椋
訊
と

゜
べノ

ロ

を

う

け

て

い

る

人

）
 

ハ

中

に

十

三

万

円

を

超

え

か
っ
た
人
で

0

六
五
才
以
上
の
老
年
者
0

末
成

'
者
(
+
八
オ
末
満
）

0

不
具
者

0

寡
婦
（
扶
養
親
族
を
有
す
る
）

0

同
居
の
妻

但
し
以
上
の
人
で
も
次
の
よ
な
時
は
課

祝
さ
れ
ま
す
c

令

老
年
者
、
不
具
者
、
又
は
寡
姉
が
伯

帯
主
で
、
そ
の
家
族
に
家
業
に
専
従

す
る
飩
全
な
る
成
年
者
が
あ
る
場
合

は
課
税
さ
れ
ま
す
。
但
し
寡
婦
で
、
｀

戦
傷
病
者
、
戦
没
者
逍
族
等
援
餃
法

の
規
定
に
よ
る
選
朕
年
金
及
び
、
毘

給
法
に
基
く
扶
助
料
で
全
額
が
追
族

年
金
に
準
ず
る
も
の
を
受
け
る
者
は

扶
養
紐
族
の
有
繹
を
問
わ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

9

＊

枕

を

の

出

に

つ

い

て

雙

村

悦

に

納

税

者

へ

均

一

に

誅

す

る

灼

間

、

三

十

二

年

中

の

位

を

品

に

て

鐸

す

る

所

得

割

を

し

た

額

が

年

の

税

金

で

そ

訊

を

閉

に

分

詔

て

い

た

ゞ

き

ま

す

但

し

叫

け

の

方

は

、

第

一

に

全

額

す

こ

と

に

な

っ

て

い

す。
均
等
割

四

0
0
円

家

業

者

ニ

所
得
税

II昭
和

二

年

中

か

ら

経

費

を

更

に

五

0
0

拉
除
を
し
た
も
の

悦
率
を
か
け
、
出

り
世
僻

□応
食
あ
た
り
と
言
う
の
は
、

只
し
た
食
物
や
、
い
ろ
い
ろ

ハ
イ
限
の
つ
い
て
い
る
不
混
な
飲
食
物

巴
口
に
し
た
為
起
る
敬
し
い
約
店
の
胃

加
の
病
気
で
す
。
七
、
八
オ
位
ま
で
の

J

供
で
す
と
、
殆
ん
ど
疫
痢
と
同
じ
よ

う
な
容
体
に
な
り
、
生
命
に
も
か
入
わ

る
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
広
い
意
味
の
投

痢
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す

。
令
が
多
く
な
る
と
、
抵
坑
力
が
強

り
、
多
少
幼
児
と
違
っ
た
容
体
が

れ
て
来
ま
す
。

あ
た
り
の
中
で
も
一
脊
危
険
な
の

魚
や
肉
類
、
殊
に
そ
い
ら
の
鑓
詰

変
質
し
た
も
の
を
食
べ
た
場
合
で

急
に
恥
い
熟
が
出
た
と
思
う
と
、

が
お
こ
り
激
し
い
は
き
下
し
が
始

ま
す
。

素
が
猛
烈
で
、
疫
痢
の
場
合
と
同

う
に
手
お
く
れ
に
な
る
と
脳
、

を
冒
し
て

f

ケ

イ

レ

ン

や

マ

起
し
て
死
亡
す
る
こ
と

i

ま
せ
ん
。
そ
の
他
の

異

か

ら

起

つ

を

も

な

、

E

、、

（
一
月

た
人

で
す
。

大
体
（

こ
の
説
g

を
よ
く
ロ

誤
が
あ
る
場
合
ャ
"
‘

き
で
に
文
害
を
以
つ
．

を
し
て
下
さ
い
。
異
議
｝

ば

、

第

二

期

以

後

で

増

(

た

し

ま

す

の

で

、

グ

ì

4
納

期

四

に

納

め

い

。

れました

7月 1日

されます。改正さ］した

通りです。

今ま

かつたのですが、こ1しか

なります。

又登録税50 0円が、廃止さ

9 0 0円がいるこ

とになります。

3免許うける

今までの乙種と同じで、

銃も満20オ以上でなけ訊ば

もてなくなりました。

3 

その

後 2年間は免許をうけられま

せん。

／ 
芦

出ああ
るるる

事もも

°のの
ヽ

悪
い
も
の
を
出
し
て
し
ま
う
字
で

吐
く
も
の
は
ど
し
ど
し
吐
か
せ
る
こ
と

。
既
に
腸
へ
下
つ
て
下
痢
を
始
め
た
も

の
に
は
、
食
あ
た
り
と
言
う
嘔
が
に
つ

ぎ
り
し
て
い
る
場
合
は
、
ヒ
マ
ジ
油
（

下
剤
）
等
を
与
え
て
早
く
下
し
て
し
主

う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
は
疫
痢
の
時
と

同
じ
ょ
う
に
絶
食
を
行
い
水
分
は
た
＜

さ
ん
与
え
て

f

高
記
に
は
、
水
枕
、
水

餐
を
あ
て
、
手
足
が
冷
た
く
な
れ
ば
夏

i

晶

で
も
湯
タ
ン
ボ
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
一

予
防
と
し
て
は
、
腐
敗
し
変
質
し
た
了
'

不
術
生
な
飲
食
物
を
与
え
な
い
こ
と
が
一

第
一
で
す
が
、
た
と
え
良
い
飲
兵
物
で

i

も
恐
飲
湛
食
＂
を
す
る
と
胄
胎
の
中
に
停
一

滞
し
易
く
、
殊
に
夏
は
泊
化
協
の
観
餡
[

が
衰
え
て
い
る
か
ら
、
そ
り
た
め
冒
履

内
で
異
常
臼
襦
を
起
し
、
紡
局
食
あ
た

り
の
症
状
を
来
し
ま
す
。

又
、
こ
れ
か
ら
は
宵
越
し
の
も
の
な

ど
子
供
に
与
え
る
の
げ
非
躇
に
危
険
で

す
。
冷
蔵
即
に
入
れ
て
あ
っ
た
品
な
ど

油
断
す
る
た
め
却
つ
て
危
験
な
塔
合
が

あ
り
ま
す
。

其
の
他
、
過
労
や
ね
び
え
な
ど
の
た

め
に
休
力
が
衰
え
る
と
危
験
が
多
い
で

す
か
ら
、
ね
び
え
や
、
日
光
の
直
射
、

水
泳
な
ど
で
疲
し
す
ぎ
る
と
言
う
こ

と

を

せ

ぬ

よ

う

い

が

大

切

で

日

小岩

四
日

小予

一日

肱
川
村

役
場
場

大
谷
小

中
学
校

宇
和
川

中
学
校

小正

校山

II 

二
日

II 

f ］ 日

穴月

日

初 期

回

”
十
八

H

” 
十
日

II 

九
日

”
 
十

七
日

A1 

日

-r 
月

” 

轟

一
五
日

；ィ

八

n
-
”
|

I/ 

八
日

”
十
五

” 
七
日

ト
四
日

”
 

/I 

” 

時時

l i ―. -- -

時貯

II II 

時時
半浜

”
午
后
一
砂
四
~
三一与

亨

t

lヽ
¥
-
i

.f 

ー

”
l
:
,
i
I
t
 

七
月
七
日

后

一

時

i
三
時
半

三
回

”

一

時

ii
一時

”
午
后

9-．時
l'
：
こ
時
形

”
'
一
一
時
半

i,
．
叶
ト

パ

ラ

予

防

左
の
日
程
に
よ
り

を
け
て
下
さ
い
。

当
者
は

満
六
十
才

の
右

十
一
年
一
月
出
生
の
者
）
以

注
対
を
実
施
し
生
す
の

ノぐ

弓ノ

フ

ス

予

防

射



信）

弛

/
 ”
 

＼ 

去
る
五

と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
村
は
、

こ

享

}

、

を

i1,. 
じ

r
 

tI▲ 

図
[

済
5

へ、
士
口
い

P

ボ
に

会
声

声
5

のサ
得
ィの

i
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。

委
員
氏
名
次
の
通
り
、

表
す
る
団
体

池
田
万
千
雄
（
村
長
）

藤

川

守

仲

(
~
2
5

長
）

殷

委

）

股

協

）
）
 カ

ッ
コ
内
は

‘ 

し
て

協

議

会

つ

て

す

4

め

員

を

四

日

決

定

た

結

果

、

快

諾

を

得

期

で

あ

る

に
も
か

4

出
席
を
得

て

、

第

一

「

村

づ

く

り

」

事

業

し

た

。

こ

の

第

、

肱

川

地

域

内

の

辰

家

の

、

所

得

の

大

小

、

兼

業

、

の

他

、

作

物

の

種

類

等

に

よ

し

、

ど

の

よ

う

な

型
の
届
家
が
、
ど
の
位
あ
る
か
と
言
う

こ
と
を
知
ら
べ
、
面
類
の
ち
が
っ
た
展

家
苺
に
、
ど
の
よ
う
な
万
法
を
と
れ
ば

経
営
を
改
善
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な

欠
点
が
あ
る
か
と
言
う
こ
と
を
調
ぺ
、

村
が
計
画
を
た
て
一
番
基
礎
に
な
る

も

の

で

あ

る

。

今

ま

で

の

よ

う

に

「

報

告

す

る

」

う

意

味

の

も

の

で

は

な

く

、

晟

家

が

｀

自

分

の

経

営

地

区

、

域

の

牒

林

業

の

実

欠
点
を
発
見
し
、

え
る
d

そ
し
て
協

の
中
に
、
そ
の
自

も

第

一

次

開

始

6
'

鶴

吉

川
般励

翌祈
し
い
村
の

、。し尚

こ

の

は

、

明
け
の
乾
燥
期
の

ま

で

の

結

害

虫

共

は

よ
り
少
し
早
い
よ
う

予
報
と
防
除

発
生

山
中

畦
崎

福
市

池
田
多
万

山

内

祁

盛

亀
田

和
弘

椙
尾

忠
光

義
明

久
網

沖

の

使

用

が

多

く

な

て

尿
素
は
中
性
肥
料
で
土

す
る
こ
と
な
く
、
む
し

の
不
溶
性
の
燐
酸
、
石
灰

土
等
を
有
効
化
す
る
性
質
が
あ

り
ま
す
が
、
使
用
に
当
つ
て
は

r

三
室
素
成
分
が
四
八
％
で
硫
安
の

倍
以
上
あ
る
。

二
、
窒
索
成
分
の
流
亡
が
多
い
。

尿
素
は
分
瀦
す
る
ま
で
は
土
に
吸

加
さ
れ
ず
水
に
溶
け
て
い
る
。

（
夏
な
れ
ば
一
日
位
で
分
解
す
る
）

の
性
質
に
注
店
し
て
下
さ
い
。

従
つ
て
使
用
鼠
は
硫
安
の
半
分
位

と
し
施
し
過
ぎ
な
い
様
に
す
る
。

又
、
本
田
の
場
合
は
、
代
掻
の
一

~
二
日
前
に
全
面
散
布
す
る
の
が
良

い
で
し
よ
う
。

追
肥
の
場
合
は
極
力
浅
水
と
し
て

抽
し
、
少
く
と
も
一
日
位
は
水
の
か

け
流
し
を
し
な
い
事
が
大
切
で
す
。

尚
一
回
に
施
す
よ
り
二
回
位
に
分

け
て
施
す
方
が
成
積
が
良
い
様
で
す

時

期

が

く

な

り

過

ぎ

な

畦 中 上 宮 北
田田田田本川

今
宮

石

谷

強

同
中
又
三
郎

7ヽ

7ヤ

山
中の

他
f

公

が
参
加
す
る
。

お
協
瞬
会
L

連
絡
と
、
＋日［

 

ヽ

m
 

こ,_ し
た
。

利
男

正
己

治
男

ー
寄
リ

止
訓

武 覇
次喜勤政
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代

中
野

ら

の

発

見

し

た

を

も

り

込

む

と

え
が
な
け
れ
は
い
け
な
い
こ
と
が

さ
れ
に
。

こ
の
考
え
の
も
と

に

、

日

終

了

を

目

欅

に

、

一

人

一
人
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
し
て
、
闊
査
の

目
的
を
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

進

貝

氏

の

通

り

は

い

も

ち

る

代

り

に

う

ん
か
が
多
く
発
生
し
ま
す
か
ら
注
意

し
て
下
さ
い
。

三
、
今
年
は
あ
を
む
し
類
の
発
生
が

例
年
よ
り
多
い
見
込
で
す
。
山
狭
の

永
田
や
、
昨
年
発
生
の
多
か
っ
た
田

は

注

意

し

て

に

防

除

し

て

下

さ

、。し

の

発

生

が

ふ

え

て

円

ま

す

の

、

ツ

マ

グ

ロ

ヨ

コ

バ

イ

の
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

防
除
は
前
の
あ
を
む
し
と
併
せ
、

早
期
に

B
H
e
を
散
布
し
て
下
さ
い

へ

も

す

る

こ

と

五

日

ー

二
週
間

二
週
間

一
週
間

特
に
多
鼠
で
な

い
限
り
害
は
な
い

セ

レ

サ

ン

三

週

間

ホ

リ

ド

ー

ル

ニ

遇

間

尚
セ
レ
サ
ソ
は
水
銀
が
残
る
の
で

然
降
雨
の
な
い
場
合
は
以
后
も
で

き
れ
ば
さ
け
る
こ
と
。

の
畑
地
果
樹
園
は

た
め
、
耕
土
の
流
失
防
止

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

て
き
た
耕
土
を
流
さ
な

で
も
何
で
も
よ
い
か
ら

中

に

裸

地

へ

を

し

へ
は

を
行
っ
て
下
さ
い

右

の

で

も

薬

の

は
降
雨
の
状
態
で
は
何
ら

い

も

あ

り

ま

す

。

大 白 上 。・小共上中小久上教肱小下上協月下 大

屋 森死 ; 門 II 喜 野大町屋

敷石山亡 鼓 栄 や 津 藪 保 川 員 栄薮 川生尾和 敷

岩

野

新

山

中上東水滝兵

E
P
N
 

マ
ラ
ソ
ン

テ
ッ
プ

B
H
C
 

§
 し

て
下
さ
い
。

野

膀ナフ

治ツジ

ロ本

ーや

豊 登ぇ 史

菅川大中

田川野脇野居山永根田野尾田

恵由 健

富曽内 平

昭
和
三
三
年
五
月

五
月
中
の
出
生
魯
死

0

出

生郷

さ

公と勝准好

三み治子喜

こ

れ

か

を

散

布

す

る

事

が

く

な

り

、

の

つ

い

た

畦

畔

の

草

を

家
畜
に
与
え
中
毒
を
起
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

薬
の
残
効
期
間
は
大
体
次
の
通
り

で
す
か
ら
、
こ
の
間
の
草
ほ
で
き
る

だ
け
家
畜
に
与
え
な
い
様
に
し
、
万

一
中
毒
と
思
わ
れ
る
場
合
は
出
来
る

だ
け
早
く
獣
医
に
｝

t

し
解
毒
剤
を

飲
ま
て
下
さ
い
。剤

の
駁
薬
中
毒
に

し
て
下
さ
い

面
蒸
散
防
止
に
よ
て
抑
え
て
く
れ

る
。
又
地
温
を
調
し
根
の
は
た
ら

き
を
良
く
し
、
一
砂
に
よ
り
細
根
が

枯
死
す
る
の
も
防
こ
と
が
て
き
る

又
有
機
物
の
施
用
は
、
土
壊
面
に

限
ら
ず
深
眉
に
施
し
た
場
合
で
も
雨

水
の
滲
透
吸
収
に
極
め
て
有
効
で
、

こ
れ
は
腐
慎
の
培
加
と
な
り
、
肥
料

分

の

吸

収

保

持

の

闊

い

を

作

る

こ
と
が
出
来
る

2

; ； l, 
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六
月
五
日

六
日

五

九
日

八
日

附

日

廿
八
日

廿
三
日

廿
四
日

廿
五
日日

廿
二
日

十
七
日

土
木
事
務
今

毛
利
松
平
~

大
谷
地
区
＂

以
允
協
会
n

肱
川
地
域

5

謡

開
令

へ

哨i
 

r
 

ゲy

s
子
供
会
を

゜込

4
ロ

．希物
は
一
％
培

f

こ
れ
は
畜
産
物
、

P

野
~
の
に
よ

宅
全
焼

小
薮
地
す

地
調
査
の

課
長
一
行

＞
 

開
く

日
建
設
省
中
国
四
国
地
方

組
合
総
代
会

月
野
尾
晨

語川
上
地
に

会
総
会
を
開
く

中

注

射

晨

安
全
協

，
 

嶺
鱈
詞
詞
詞
喜

且
喜

競
翠
臀
裏
篠
賢

|
J
 

鼠
嘉
立
喜
‘
-
一
丁
喜
争

／

f
〈
＼
土
晶
国
后
（
子
委
’

什
~
I
I
~
~
 イ

の年
よ
り
甜

諭
出
価
格

しヽ

i
 

i
_
 

ロ
国
内
展
産
物
は
、

産
物
は
二
％
増

f

外
の
も
の
は
、
ふ

で
、
翰
出
は
少
し
ふ
え
る

見
込

0

市
場
の
見
通
し

ィ
甘
諸
．

生

産

か

な

り

増

、

一

―

i

一円

食
原
と
も
（
四

0
ー
ニ
八
円
）
よ
り

か
な
り
安

ロ
な
た
ね

生
産
増
、
油
脂
原
料
及
油
脂
の
供
給

よ
く
（
六
し
八
二
、
九
八
円
土
り

）
や
i

腐

い

か

前

＜
f

殷
椒
具
は

少
し
安
く
、
全
休
と
し
て
わ
づ
か

しヽ

工

初

Ilわ
ず
か

畜
匝
物
ー
前
年
な
み

1
1

か
な
り
安
い

前

0

需
要

0

村
物
価
の
見
通
し
（

イ
綬

‘ 

マ

ツ

を
開
く

十
＿
―
-
日
村
内
小
中
学

会
開

一
日

女 男

A
A
A
A
A
>；人
Y
人
Y

L
 

五

0
0

f
A
9

ノ

§
A
A
ロ・
6
:
0
>
<

{

｝

 

}

｝

 

{

｝

 

{

-

｛＂ 

七
f

九

人

八

0
0
人

［四

人

ハ
肉
牛

出
回
り
前

期
昨
年
の

り
安
か
ろ
う
。

イ
上
期
は
前

乳
価
は
二
月

ロ
タ
マ
ゴよ

り
か
な
り

一
円
よ
り
）

0

畜
産
物

ょ 上

い
（
前
年
上

一
年
中
で
一
番
忙
し
い

な
っ
巧
蚕
が
あ
が
る
。
麦
刈
り
、

田
楢
え
、
猫
の
手
も
借
り
た
く
な
る

よ
う
な
展
家
の
明
け
蒻
れ
が
は
じ
ま

つ
て
い
る
。

忙
し
い
と
、
と
角
洗
潅
炊
事
な
ど

も
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
間
に
合
せ
の

食
事
、
汗
の
定

4

の
衣
服
で
過
し
が

ち
と
ち
な
る
。

忙
し
い
と
身
体
を
使
う
こ
と
も
激

し
く
、
カ
ロ
リ
ー
も
多
く
必
嬰
だ
し

f

い
ろ
ん
な
ピ
タ
ミ
ン
類
の
泊
耗
も

多
く
な
る
。
身
体
も
疲
れ
て
い
る
か

ら
少
し
で
も
心
を
許
す
と
病
気
に
も

浸

さ

れ

易

い

。

-

,

と
こ
ろ
が
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り
、

食
事
も
衣
服
も
間
に
合
せ
が
ち
と
な

り
、
祖
食
、
粗
衣
で
、
過
し
て
し
ま

う
。
が
ま
ん
に
が
ま
ん
を
し
て
い
る

か
ら
股
緊
期
が
終
る
と

p

一
度
に
医

者
の
門
も
狭
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は

紐
年
の
例
に
な
っ
て
い
る
。

加
う
る
に
、
相
当
な
暑
さ
、
ど
う

考
え
て
も
条
件
は
悪
い
。

一
年
中
で
一
番
身
体
を
休
め
て
い

る
正
月
や
盆
、
お
節
句
、
田
休
み
な

ど
に
は
御
馳
走
を
飽
食
し
て
い
る
。

せ
め
て
祭
な
ど
に
使
う
御
馳
走
の

半
分
は
、
今
の
よ
う
な
樅
繁
期
の
忙

し
い
時
の
た
め
ま
わ
し
て
お
き
た
い

ど
う
か
、
こ
の
辰
緊
期
が
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
無
事
に
、
元
気
で
終
る

よ
う
祈
つ
て
い
る
。

4

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
っ
て
ゆ
ぎ

高
温
高
涅
に
な
る
と
、
貪
物
の
腐
敗

な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
活
に
も

い
る
ん
な
障
碍
が
生
じ
て
く
る
。

政
り
~
乙
バヽ‘’
っ
ー
＞
＼

昨
年
は
、
多
く
の
伝
染
病
も
努

生
し
た
が
、
今
年
は
村
中
の
人
々

が
、
一
人
一
人
で
注
意
し
て
、
―
―

気
で
過
せ
る
よ
う
に
も
し
た
い
。


